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{包的}介護を!邸饗としない比較的元気な鶴齢者は，全

体の80・90%を占めていると推察されており，高齢者の

社会活動を促進するための護本e~婆件として. r生きが
いづくりJと「接接づくり」を一体的に捉えることが援
護であると指摘されている.高齢期における緩駿づくり

と笠きがいづくりを志向した縫療室活を規定している婆

図を究明するだめに，高齢答における鍵康生活護国総の

お果関係を被託することが必獲である.そこで本研究で

Id:. ;護動・スポーツ活動iこ纂づいた健康生活行動を中Ie;¥
とする高齢者における健康生活を織成する婆的簡におけ

る密集問!系を後設することを8的とした‘
{方法}調護対象は，茨城際大洋村の60歳以上の在宅瀦

齢者146名であった議議755，去は襲合潟筆法であった.
3態議内'@と工費密数は，体力〈機関紙体力テスト〉が20，
8常生活活動 (ADL)が16，鍵療生活行動が20.余綴行
動が131 g箆e~健康認識が2，生活満足{モラールスケー
ル)が17，生活欲求〈自己実務3欲求など〉が16，の7鎖
域であった各鶴間i立4あるいは5i牛j去で回答された.

これらの演!3(観測変数){こ対して探索的鶴子分析，模

狂的~子分析，二次~子分析を用いて，縫簸生活iこ影響
を及jます~子を検討した.多護指標モデルによる共分鍛
構造草分析を用いて，各領域を代表する8子〈下位領域〉か
ら構成された健康生活繋留踏の菌製モデルを授託レた.

パス{系数等のパラメータの縫定!こは緩尤j去を用いた.モ

デル適合度指標にletGFI， AGFI， CFI. NFI， RMSEA， AIC， 

CHトSO(カイ 2築態〉などを用いて首観測蛮毅鶴の分散・
共分鮫!こ対する説明率，独立モデルに対する接近の程

度.モデル修正の程度を縫認した統計解析にはAmos

4.0Jを汚いに
(&ã~震と考察〕諮齢者の健康生活に影饗を及iます 7 鏡i或

における二次[t;)子モデルl<t.いずれも満足できる適合度
を示し，二次~子構造によって澱定項8および下位領援
の構成機怠妥当性が確認された.これらの7領域から矯

成される議齢者の銭療生活の国柴機滋モデルle1:.満足で
きる適合療を示した.運動・スポーツ活動を中Is¥とする

縫E養生活行動が影饗を与える愛{2g{d:，健康生活行動→体
力→AOレ今自己実現欲求，緩療生活行動ー争体力→健康認

識→生活j議定→自己実現欲求，援綾笠活行郵→余綴行動

→自己実現欲求iこ予言惑なパス係数が簿られだ議齢者の
自己実現欲求{こ滋接的{こ影饗を与える察関はを余綴行

委Ul.AOL，生活j諮定であつだ.

{まとめ}共分詩文構造お析を遺贈することによって，議齢

者の縫穣生活の構成喪[2;j鶴における~薬関係わt確認され
た議齢者における鍵康生活の構成袈留である緩療生活

行動体力、 ADL.余綴行動，鍵穣認識，生活満足，自

己実現欲求との簡におけるお察関係が後託された

共分散矯造分析を二次~子分析，鑓長菜室jき


